
番
号

名

称

住

所

市
町
村
長
又
は
特
別
区
長
に
対
し
て
特

定
中
小
企
業
者
の
認
定
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
期
間

5159

サ
ン
ユ
ー
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
都
島
区
片
町
二
丁
目

八
番
一
号

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
平

成
二
十
五
年
十
月
二
十
八
日
ま
で

5160

林
本
建
設
株
式
会
社

愛
知
県
江
南
市
草
井
町
宮
東
二
百
六

十
九
番
地

平
成
二
十
四
年
十
一
月
七
日
か
ら
平
成

二
十
五
年
十
一
月
六
日
ま
で

5161

た
か
ら
商
事
株
式
会

社

三
重
県
松
阪
市
松
崎
浦
町
百
七
十
三

番
地
の
二

平
成
二
十
四
年
十
月
十
一
日
か
ら
平
成

二
十
五
年
十
月
十
日
ま
で

5162

株
式
会
社
丸
中

福
島
県
会
津
若
松
市
一
箕
町
大
字
鶴

賀
字
船
ヶ
森
東
四
百
七
十

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日
か
ら

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
ま
で

5163

株
式
会
社
松
尾
工
務

店

福
井
県
福
井
市
南
四
ツ
居
一
丁
目
一

番
十
四
号

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
日
か
ら
平
成

二
十
五
年
十
二
月
九
日
ま
で

平成™›年˜™月™�日 木曜日 第œ œ�号官 報

第
一
条
第
二
号
中
「
第
七
十
七
条
第
一
項
各
号
列
記
以

外
の
部
分
及
び
同
項
第
五
号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
」
を

「
第
七
十
七
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
第
二

項
第
二
号
」
に
、「
第
九
十
三
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
六

号
ま
で
、
第
九
号
、
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
、
第
三
項

各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
同
項
第
二
号
（
同
条
第
二
項

第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
九
号
の
基
準
に
係
る
部

分
に
限
る
。）、
第
四
号
及
び
第
七
号
、
第
四
項
並
び
に
第

五
項
第
五
号
、
第
八
号
及
び
第
十
号
」
を
「
第
九
十
三
条

第
二
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
九
号
、
第
十
一
号

及
び
第
十
二
号
、
第
三
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
同

項
第
二
号
（
同
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び

第
九
号
の
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
四
号
及
び
第

七
号
、
第
四
項
、
第
五
項
第
五
号
、
第
八
号
及
び
第
十
号

並
び
に
第
六
項
」に
、「
第
九
十
四
条
第
五
項
及
び
第
六
項
」

を
「
第
九
十
四
条
第
四
項
、第
五
項
及
び
第
六
項
」に
、「
第

百
五
十
五
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
同
項
第

五
号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
百
五
十
五
条
第
一

項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
第
二
項
第
二
号
」
に
、「
第

百
七
十
一
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、第
九
号
、

第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
、
第
三
項
第
二
号
（
同
条
第
二

項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
九
号
の
基
準
に
係
る

部
分
に
限
る
。）、
第
四
号
及
び
第
七
号
、
第
四
項
第
二
号

（
同
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
十
二
号
の
基
準
に
係
る
部

分
に
限
る
。）、
第
三
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
並
び
に
第

五
項
第
五
号
、
第
八
号
及
び
第
十
号
」
を
「
第
百
七
十
一

条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
九
号
、
第
十
一

号
及
び
第
十
二
号
、
第
三
項
第
二
号
（
同
条
第
二
項
第
四

号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
九
号
の
基
準
に
係
る
部
分
に

限
る
。）、
第
四
号
及
び
第
七
号
、
第
四
項
第
二
号
（
同
条

第
二
項
第
五
号
及
び
第
十
二
号
の
基
準
に
係
る
部
分
に
限

る
。）、
第
三
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
、第
五
項
第
五
号
、

第
八
号
及
び
第
十
号
並
び
に
第
六
項
」
に
、「
第
百
七
十
二

条
第
五
項
及
び
第
七
項
」
を
「
第
百
七
十
二
条
第
四
項
、

第
五
項
及
び
第
七
項
」
に
、「
第
二
百
三
十
三
条
第
一
項
各

号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
同
項
第
五
号
並
び
に
第
二
項
第

二
号
」
を
「
第
二
百
三
十
三
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の

部
分
及
び
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、同
条
第
五
号
中「
及

び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
七
十
号

電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）

第
一
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
学
校
の
認
定
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
令
第
一
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
公

示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

学

校

の

名

称

学

部
・
学

科

名

備

考

学
校
法
人
松
韻
学
園
福
島
高
等
学
校

電
気
科
（
全
日
制
）

平
成
二
十
五
年
三
月
ま
で
の

卒
業
生
に
つ
い
て
は
従
前
の

と
お
り
と
す
る

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
七
十
一
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

号
の
事
業
者
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
八
十
三
号

次
の
よ
う
に
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
に
お
い
て
一
般

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

北
海
道
横
断
自

動
車
道
黒
松
内

釧
路
線

北
海
道
上
川
郡
新
得
町
字
新
得
西
十
一
線
か
ら
同
道
上
川
郡
新
得

町
字
新
得
西
十
一
線
ま
で

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八

日
〇
時

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
八
十
四
号

次
の
よ
う
に
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

近
畿
自
動
車
道

尾
鷲
多
気
線

三
重
県
多
気
郡
大
台
町
下
三
瀬
字
熊
野
往
来
下
四
〇
三
番
一
か
ら

同
県
多
気
郡
大
台
町
下
三
瀬
字
熊
野
往
来
下
四
〇
三
番
一
地
先
ま

で

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八

日
〇
時

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
八
十
五
号

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省

令
第
六
十
七
号
）第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五

十
六
条
第
一
項
及
び
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国

土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
を
定
め
る
告
示
の
一

部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
五
十
五
条
第
一

項
、
第
五
十
六
条
第
一
項
及
び
第
五
十
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る

も
の
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第

五
十
六
条
第
一
項
及
び
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る

国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
を
定
め
る
告
示

（
平
成
十
五
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
八
十
六
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

寺
谷
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
二
十

三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
二
十

三
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

高
知
県
安
芸
郡
北
川
村
和
田

字
寺
谷
口
南

八
一
八
番
一
地
先
河
川
敷

一
号
及
び

二
十
三
号

六
〇
五
番
一

二
号
、
三

号
及
び
二

十
二
号

八
一
八
番
一

四
号

字
榎
平

六
〇
四
番
八

十
九
号

字
寺
谷
口
北

六
〇
九
番

二
十
号

八
一
八
番
五
地
先
河
川
敷

二
十
一
号

高
知
県
安
芸
郡
北
川
村
後
口
山
国
有
林

一
〇
〇
三
林
班

い
小
班

九
号

い１

小
班

十
号
か
ら
十
三
号

ほ
小
班

五
号
か
ら
八
号

一
〇
〇
四
林
班

い１

小
班

十
四
号
か
ら
十
八
号

Ÿ
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